
 

第２回 横浜市障害者スポーツ文化センター指定管理者選定評価委員会 会議録 

日 時 平成２５年１０月３日(木) 午後１時３０分～午後５時 

開催場所 障害者スポーツ文化センター横浜ラポール ２階 大会議室 

出 席 者 鈴木委員、上甲委員、岡安委員、須山委員、上原委員、北川委員、森委員   

欠 席 者 竹内委員 

開催形態 公開（傍聴者３人） ※「議題５ 評価の決定」のみ非公開 

議 題 

１ 会議の公開について 

２ 本日の流れについて 

３ 評価の方法について 

４ 自己評価の説明及びヒアリングについて 

５ 評価の決定について 

６ その他 

決定事項 
１ 評価の方法について事務局案で確定した。 

２ 各委員の評価について確定した。 

議 事 

１ 会議の公開について 

  事務局より、会議の公開及び会議録等の公表について説明。 

２ 本日の流れについて 

  事務局より委員会の流れについて説明。 

３ 評価の方法について 

  事務局より、案を説明後、審議し、事務局案で確定。 

４ 自己評価の説明及びヒアリングについて 

  指定管理者より、自己評価の説明を行い、委員からの質問に対し回答。 

５ 評価の決定について 

  議題４の内容を踏まえ、各委員の評価を確定。 

６ その他 

  事務局より、第３回委員会開催日の周知及び資料送付予定日等の説明。 

 

【主な質疑】 

「議題５ 自己評価の説明及びヒアリング」 

  委   員：職員給与費決算額が、予算に比べ下回っている理由は何か。 

  指定管理者：一部、正規職員の欠員があったことと、人事異動により、基本給に差が 

生じた。差額については、全額市へ戻入している。 

  委   員：障害者の雇用については、法定雇用率をはるかに超えていて素晴らしい。 

身体障害者だけではなく知的・精神障害者についても受け入れてほしい。 

 指定管理者：知的・精神障害者については、直接雇用はしていないが、清掃や広報誌 

の発送、食堂等の業務をお願いしている。 

  委   員：今の「利用の手引き」は、知的障害者にとっては理解できない人もいる。 

ふりがなだけでなく、イラストを入れたりするなどイメージしやすい、 

誰もがわかりやすい内容のものにしてほしい。 



 
 

  指定管理者：いただいた意見を参考に検討する。 

  委   員：プールの監視員を１名多く配置している理由は何か。 

  指定管理者：プールへの入退水の補助や介助が必要な方、初めて利用される方などへ 

対応するために、１人多く配置している 

委   員：ネットワーク構築の具体的内容はどういうものか。 

指定管理者：ネットワークの内容については、各区のそれぞれの特性に応じて違って 

いる。区ごとに、窓口になっているところや中心に活動している人も異 

なっているので、広がり方も違う。将来的には各区の中で、横同士の関 

係がつながり、広めていくことを目指している。 

委   員：身体障害者についてはよく取り組まれているようだが、知的障害者はま 

だまだのように思える。すべての障害に広まるよう支援してほしい。 

  指定管理者：すべての障害に対して、スポーツを広く楽しんでもらえるようにするの 

が目標なので、できているところから広げていきたい。 

委   員：２０年以上が経過しているので、個々の修繕ではなく、建物全体をリニ 

ューアルするような時期に来ているのではないか。修繕については、長 

期計画の中で取り組む必要があると思うが、どうなっているのか。 

  指定管理者：修繕については、限られた予算の中で、中・長期的な計画を立てていく 

必要がある。今年度についても、市と協議し、いくつか計画をし、実施 

している。 

 

資 料 

・ 

特記事項 

１ 主な配付資料 

(1) 障害者スポーツ文化センター横浜ラポール評価項目一覧 

  (2) 障害者スポーツ文化センター横浜ラポール評価シート 

 (3) 横浜市障害者スポーツ文化センター指定管理者選定評価委員会評価結果報告書(案) 

 

２ 特記事項 

  次回は、１０月２４日(木) 午前９時３０分～、横浜ラポール会議室１で開催予定。 

 


